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 講演内容   

環境考古学(古代人の食と住) 
～｢ゴミ溜め、便所跡｣の遺跡の発掘より古代人の生活を考える。～ 

 

 

 「考古学」は、もともと人間が造った｛人工物｝の研究であり、「環境考古学」とは古い時代に人がどんな生活環境で存在したか？

の研究。 簡単に言えば、古代のゴミ溜め、トイレの遺跡を発掘し「遺物」を研究する。 つまり、「古代土器や壷」の発掘より、その

土器や壷に「何が入っていて、人は何を食し、どんな病気になったか？」 を研究する。日本で環境考古学が学問として確立したの

は 1970 年代と最近の事。現在は「環境問題」や「トイレの考古学」として研究が進む。 人は「植物」を食せばゴミやトイレから「種

子」が、魚介類なら、「骨や貝殻」、動物ならば、その動物の「骨や皮革」が出土する。 また、「植物学」、「生物学」、「寄生虫学」、

「病理学」～等々と総合化する事で、「考古学」が単なる「歴史学」では無くなって来る。 

今回の講師、松井章教授はこの「環境考古学」の第一人者です。 

  

  講  師  

松井章氏 ： 奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター長（兼）京都大学大学院 人間環境学研究科客員教授  

平成 23 年度 第 24 回 濱田青陵賞 受賞 

  参加方法 

定 員  会場先着２００名  対象者：指定なし 

参加費  参加無料 

申込、問合せ先  NPO 法人「りんくうメディカルプラザ」 ℡ 072-473-5510  

ホームページ問合せメール  http://www.rimep.or.jp/outline.html 

 
   
 

 

場 所 

平成 24 年 10 月 20 日（土）  
開場 13:30～ 

開始 14:00～16:00 
 

日 時 

スターゲートホテル関空エアポート  

～６F リックホール～ 

理事長   医学博士 岸野 文一郎 
専務理事  医療法人 龍志会 ゲートタワーIGT クリニック 

堀 信一  
理事      株式会社 向新 代表取締役社長 向井 新 
特別顧問   大平 株式会社 奥田 皓策 
特別顧問   関西国際空港株式会社 元代表取締役社長 村山 敦 

主催 : NPO 法人りんくうメディカルプラザ 医療法人 龍志会 ゲートタワーIGTクリニック 


